加美町の伝統文化を学ぶ
草木染による染織教室（研究科）生徒募集のお知らせ
　はた織伝習館では、基礎科修了生を対象に、研究科「植物染・紬織り(毎年４月開講の７ヶ月コース)」の受講生を募集しております。定員が１２名限定の講座となっておりますので先着順に予約を受付け、定員になり次第締め切らせて頂きます。
	≪　　　募集要項　　　≫
◆日時　毎年４月～１１月までの月２回（第２・４土曜）※８月は休講です。
　　　　午前１０時～午後４時３０分頃
◆内容　基礎科の過程で身につけた技術を活かして、各自植物染料を用いた紬反物(名古屋帯)を
　　　　制作します。制作する作品は原則として無地です。その他ショール等の染色も行います。
　　　　その他、主な行事として研修旅行やいも煮会、３月には修了式を兼ねたお茶会で受講者
　　　　各人の成果をご披露します。
◆講師　笠原博司【染織家(国画会会員)・染織工房 藍學舎主宰・小野田はたおり保存会代表】
◆費用　入会金：１０，０００円…お申し込み時
　　　　月　謝：　９，５００円
　　　　その他：実習にかかる材料費等は別途かかります。
　　　　　　　　また、３月の開講式の２ヶ月前(１月)からのキャンセルにつきましては
　　　　　　　　入会金をお返しできない場合がございますので予めご了承下さい。
◆詳しいお問い合わせは「はた織伝習館」まで
　　　　　　　　〒981-4355　宮城県加美郡加美町字鹿原山下３
　　　　　　　　Tel・Fax０２２９－６７－３１６９（第１・３月曜日休館）



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キリトリセン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▼教室参加申込用紙▼　　※必要事項をすべてご記入の上、当館までお申し出下さい。
染織教室（研究科）申込書　　　　年度生　　　　　平成　　年　　月　　日　受付№　　
	フリガナ
ご氏名
	
	性別
	男・女
	生年月日
昭和・平成　　年　　月　　日生　　歳

	
	
	
	
	

	ご住所
	〒　　　－


	電話番号
	　　　　　－　　　　　－　　　　　　　／ご自宅・会社・その他（　　　　）
　　　　　－　　　　　－　　　　　　　／ＦＡＸ
　　　　　－　　　　　－　　　　　　　／携帯（緊急連絡用）

	特記事項
（伝習館記入）
	


長期コース　染織教室（研究科）の詳しい内容
	場所
	はた織伝習館
〒981-4355　宮城県加美郡加美町字鹿原山下３
TEL・FAX　０２２９－６７－３１６９

	日程
	・受講日　４月～１１月の第２・４土曜日（８月は休講）の計１４回
　　　　　※多少、日程が変更する場合がございます
・時　間　通常１０：００～１６：３０
　　　　　※その日の工程により時間は変わります（下記記載）

	講師
	小野田はたおり保存会代表　笠原　博司【染織家・染織工房 藍學舎主宰】

	費用
	・入会金　￥１０，０００《お申し込み時》
　　　　　　　※開講式の３ヶ月前を過ぎてから入会申込みを取り消される場合は
　　　　　　　　入会金をお返し出来ませんので予めご了承ください
・月　謝　￥９，５００　　製織月プラス￥４，５００　（一括￥７１，０００）
・その他　染色材料代（ショール類と染料代）￥１５，０００
　　　　　織り材料代　反物￥２３，０００程度　帯￥２３，０００程度
　　　　　※材料代金は多少変わることがございますので、予めご了承ください。

	内容
	　研究科は、絹糸を用いて染色から製織まで全工程を自分が責任をもって行ないます。
その際の糸の染色に関しては無地に限定しております。製織は反物一反または名古屋帯一本のどちらかを選択してください。
基本的に作業（講習）は本人を中心としたグループワークで進んでいきます。
教室の染色カリキュラムの中にスカーフ類の染めも入っておりますが、原則として当日欠席された方はその日の染めに布だけを参加させることは出来ません。予めご了承ください。
【染工程】
・染色　糸は絹糸を使います。タテ糸は正絹、ヨコ糸は紬です。染料等に関しては、実
　　　費となります。自分の作品の染色にあたる受講者とお手伝いの方は９：００まで
　　　集合します。教室の後半（９月～１１月）に、スカーフ類の染色があります。毎
　　　回１枚ずつ（前回欠席の方は２枚）その日に発表する植物染料で染めます。
【織工程】　予め自分で染めた絹糸で作業します。
・糸巻き、整経、仮筬、巻取・・・経糸を作る作業です。
　　　タテ糸の糸巻きは、各自定められた日までに糸枠に巻きます。
・製織　自分で作った経糸を用いて反物もしくは帯を織っていただきます。製織期間は
　　　自分で選択した織月の第２土曜日～翌々月の第２土曜日の前日まで。教室以外の
　　　日も通っていただきます。（製織期間は２ヶ月です）
　　　　　※製織にかかる時間は個人差がありますが
　　　　　　　反物でで約２週間から２０日・帯で約１０日くらいです。
　　　　製織作業に入った方の実習時間は９：３０～１６：００（第１・３月曜休館）
　　　　製織期間内は各人それぞれ時間を調整しながら通っていただきますが、製織の
　　　　最初の作業は時間がかかる為、第２土曜日と翌日の日曜日の２日間は必ず来館
　　　　していただきます。１０：００～１６：００

	行事
	・研修旅行　春のオリエンテーションとして国展（工芸部門）や、その他の美術館を
　　　　　　訪ねます。
・いも煮会　１０月に当館内で行います。
・修 了 式　例年３月下旬に修了式を行います。　自分で織った反物を作品に仕立て、
　　　　　　本人が着用しながら式に臨みます。これらの成果はお茶会で披露されます。
・なずな茶会　修了記念茶会（修了式と同時開催）


